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研究成果の概要（和文）： 本研究では、日本、タイ王国、スウェーデンにおいて急性期病院に勤務する看護師
の高齢患者や認知症患者に対するケアの現状及び看護大学生の高齢者に対する認識調査を実施した。日本とタイ
王国については、在宅で高齢者を介護する家族介護者についての状況調査も実施した。
　タイ王国の看護師は、日本の看護師と比較しより認知症患者の状況を配慮した関わりを行っていると認識して
いた。看護大学生に対する調査では、最も高齢者に対し肯定的・否定的認識が高かったのはタイの看護大学生で
あり、最も低かったのは日本の看護大学生であった。家族介護者に対する調査では、タイ王国の家族介護者の方
がより安定した介護状況にあることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：  Three kinds of survey were conducted in this study. A survey of nursing 
care for elderly patients and patients with dementia at acute hospitals, and a survey of attitude 
toward elderly people among undergraduate nursing students were conducted in Japan, Thailand, and 
Sweden. In addition, a survey on caring condition for family caregivers taking care of the elderly 
was conducted in Japan and Thailand.
  The results show that nurses in Thailand give more consideration to their care for patients with 
dementia than do those in Japan. As for the nursing students’ survey, students having the most 
positive and negative attitudes toward elderly people were Thai students and students having the 
least positive and negative attitudes were Japanese students. The results for the survey of family 
caregivers suggest that family caregivers in Thailand have a more stable situation than those in 
Japan.

研究分野：老年看護学
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１．研究開始当初の背景 
  日本の高齢化率は現在 24％であるが、今後
も上昇を続け 2060年には 40％になると予測
されている（高齢社会白書，2013）。中でも
後期高齢者の占める割合が増大することか
ら、今後の超高齢化社会を見据えた持続可能
な医療・福祉制度の確立は喫緊の課題となっ
ている。 
タイ王国は、日本が経験した以上の速さで
高齢化が進んでいくと予測されている。日本
の高齢化率が7％から14％に達した倍加年数
は 24 年（1970-1994 年）であるのに対し、
タイ王国は 22 年（2001-2023 年）と予測さ
れており（大泉，2007）、日本の辿ってきた
道を更に速いスピードで今現在進んでいる
状況にある。タイ王国は現在、国家的戦略と
して福祉施設サービスの提供や高齢者ケア
に関わる人材開発などが実施されてきてい
るが、その充足率は低く、今後も家族がその
役割を担っていくことが予想される。したが
って、日本と同様に在宅ケアや家族介護者へ
の支援が重要な課題となっていくであろう。 
一方、スウェーデンは、スウェーデン・モ
デルという言葉があるように、世界の福祉国
家におけるひとつのモデルとして認められ
てきた。したがって、スウェーデンは、少子・
高齢化問題への対応策を考える上で参考に
なるひとつのフロンティア国家とも言える
であろう。 
今後急速な高齢化を迎えるタイ王国、そし
て日本以前に高齢化社会を迎えながら福祉
国家として歩んできたスウェーデン、この 2
国を対象に、その中間に位置するとも考えら
れる日本を検討することは、過去を再考し、
未来における持続可能な社会を構築してい
く上で重要な示唆を得ることが期待できる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は以下の 3点である。 
（１）急性期病院における高齢患者と認知症
患者に対する看護ケアについて比較検討し、
高齢者及び認知症看護の質向上に向けた示
唆を得る（Project 1） 
（２）看護大学生が高齢者をどのように捉え
ているかとその影響要因を比較検討し、高齢
者看護教育及び学生交流の在り方を検討す
る（Project 2） 
（３）家族介護者の現状とその相違を明らか
にし、今後の家族介護者への新たな支援方法
を開発するための基礎資料とする（Project 
3） 
 
３．研究の方法 
本研究は、自記式質問紙（対象者の状況に
より一部聞き取り）を用いた調査研究である。 
研究実施に先駆け、文献や統計データ等を
基に共同研究者間で各国における高齢者の
現状について共通理解を図った。 
はじめに日本の研究者が調査の枠組みと質
問紙のドラフトを作成した。これらを英語に

翻訳しネイティブチェックを受けた上でタ
イ王国とスウェーデンの共同研究者と意見
交換を行い、3 ヵ国共通の質問紙を完成させ
た。次に日本において予備調査を実施し、最
終版を完成させた。これを業者委託によりタ
イ語とスウェーデン語に翻訳し、共同研究者
に英語版とタイ語版の質問内容の同一性を
確認した。また、タイ語版については、タイ
語に精通した共同研究者にタイ語版と日本
語版の同一性についても確認を行った。なお、
Project 2においては、スウェーデンの大学生
に対する質問紙調査は英語版で実施した。 
Project 1の対象者は急性期病院に勤務する
看護師、Project 2の対象者は看護系大学に通
う大学生、Project 3の対象者は在宅で高齢者
を介護する家族介護者であった。 
本研究は、研究代表者の所属する研究機関
の倫理審査委員会による承認を得てから実
施した。タイ王国とスウェーデンにおける倫
理審査に関しては、各国の基準に従って対応
した。 
 
４．研究成果 
Project 1と 2については 3ヵ国、Project 3
については日本とタイ王国において調査を
実施した。 
Project 1：対象者の地域特性を考慮し、日
本は関東圏、タイ王国はバンコク、スウェー
デンはストックホルムにおいてデータ収集
を行った。有効回答者数はそれぞれ 362 名、
200名、36名であった。データ数を考慮し比
較分析はタイと日本において実施した。 
対象者の平均年齢は日本が 35.1歳、タイ王
国は 35.0歳であった。 
分析の結果、タイ王国の看護師は日本の看
護師と比較して、より患者の尊厳、疼痛、
BPSD、家族への支援を考慮したケアを実践
しいていると認識していた。また、認知症患
者に対するケアの満足度も高かった。一方、
日本の看護師はタイ王国の看護師よりも認
知症患者へのケアに対してより苛立ちを感
じ、認知症患者へのケアに困難さを感じてい
る現状にあった。しかし、認知症患者へのケ
アに関する興味は日本の看護師の方がタイ
王国の看護師より高かった。また、日本の看
護師はタイの看護師よりも認知症患者に関
する研修を受けたいと思っているが、CNS
など専門の資格を得たいと考える看護師は
タイと比較し少ない状況であった。これはタ
イ王国の回答者全員が短大あるいは大学卒
であるのに対し、日本の回答者の 57.5％が専
門学校卒であったことも影響していると考
えられる。 
スウェーデンにおける回答者の平均年齢は

37.2歳で、認知障害高齢者の看護で困難が大
いにある看護師は 33.3％、認知障害高齢者の
看護で困難を呈した場合は、医療チームに相
談が 38.9％、病棟主治医に相談が 33.3％であ
った。在宅ケアにつなげる支援として入院中
の患者の家族の不安や要望に対応している



のは 66.7％、家族と情報共有しているのは
58.4％であった。在宅医療を中心として施策
を行っているスウェーデンでは、入院中から
家族との連携・連絡を密にとりスムーズに退
院後も在宅で生活をできるような支援を整
えてきたことが示唆された。 
Project 2：有効回答者数は、日本の看護大
学生 346名、タイ王国の看護大学生 415名、
スウェーデンの看護大学生 65 名、日本の他
学部生 201名であった。 
Koganスケール（肯定的認識 17項目、否定
的認識 17 項目）を用い、高齢者に対する認
識について 3ヵ国比較を行った。分析の結果、
肯定的認識、否定的認識共に 3ヵ国間で有意
差が認められた。多重比較を行った結果、肯
定的認識、否定的認識共に各 2か国間全てに
有意差が認められた。最も高齢者に対し肯定
的認識及び否定的認識が高かったのはタイ
王国の看護大学生であり、最も低かったのは
日本の看護大学生であった。 
タイ王国と日本においては、介護への考え
方、家族や性差に対する価値観についての調
査も実施した。タイの看護大学生は日本の看
護大学生より、介護は社会がサポートすべき
である、介護は家族で行うべきである、介護
者は自分の生活を優先すべきである、といっ
た考えが日本より有意に高かった。一方、で
きるだけ社会資源を使うべきである、という
考えは日本の看護学生の方がタイ王国の看
護学生より有意に高かった。また、先祖を尊
ぶべきである、年上の人の意見に従う、男性
と女性は社会において異なった役割を担う
べきである、とう考えが日本と比較しタイ王
国は有意に高かった。 
Project 3：日本は関東・近畿・東海地方に
おいて、タイ王国はチェンマイの 3地区にお
いてデータ収集を行った。有効回答者数は日
本が 114名、タイ王国は 103名であった。 
日本とタイの比較を行った結果、精神的に
も身体的にもタイ王国の家族介護者の方が
有意に健康であると回答していた。特に日本
と比較して介護負担や孤独感を感じる程度
が低かった。また、タイ王国の家族介護者の
方が社会的な関係性を保っており、私的なサ
ポートを受けている状況が明らかとなった。 
日本では介護保険制度が導入され、公的な
サポートはタイ王国よりも充実していると
考えられる。しかし、本調査の結果では、タ
イ王国の家族介護者の方がより安定した介
護状況にあることが示唆された。このことか
ら、日本の家族介護者の健康や心身の安寧を
高めていくには、社会的なつながりや私的な
サポート等、コミュニティのつながりを充実
させていくことが必要であると考えられた。 
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